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「食」分野 「農村」分野「農業」分野

第１章 新たなビジョンの策定

国の水田政策の根本的な見直しをはじめ、令和６年３月の北陸新幹線福井・敦賀開業や、令和１１年春の中部縦貫自車道の県内全線開通など、
１００年に一度のチャンスといわれているほど社会情勢と農業情勢が大きく変化しています。

大野市の農業政策においては、令和４年度から取り組んできた前計画である「越前おおの型 食・農業・農村ビジョン（以下「ビジョン」とい
う。）」が令和８年度をもって終了することから、本市の農業を取り巻く情勢の変化や新たな課題に対応し、「越前おおの型農業」の魅力をさら
に伸ばすため、新たなビジョンを策定し、その方向性に基づいた施策を進めていきます。

（１）新たなビジョン策定の趣旨

～ 食と農で未来をつなぐ 越前おおの型農業 ～

「食守」が引き
継がれているまち

多様な人材の取り組みで引き
継がれている活力ある農山村

魅力ある農業
経営の実現

園芸作物の
生産拡大

ブランド力向上
と販路拡大

農地の適切
管理と有効利用

環境調和型
農業の促進

鳥獣害
対策支援

農山村活動
への支援

耕作放棄地
の発生防止

多面・中山間地域
などへの支援

新規就農者
への支援

新たな「越前おおの型食・
農業・農村ビジョン」の策定

【令和９年度～令和１３年度】
（５年間）

次世代技術を生かし多様な担い手
の活躍で引き継がれている農業

中 部 縦 貫 自 動 車 道
県 内 全 線 開 通 を
見 据 え た 取 組

大野市が持つ豊かな農地や自然環境などさまざまな資源と、それらを生かし育まれた農林水産物を、
多様な担い手が、助け合い、支えあい、思いやる「結の心」で守り育てながら進める農業「越前おおの型農業」とは

新たなビジョン
越前おおの型食・農業・農村ビジョン
【 令和４年度～令和８年度（５年間）】

1

～

地産地消
の推進

「食守」
の浸透

食文化の
普及と伝承

地場産農林水産
物の流通拡大

～ ～ ～～ ～



前ビジョンの各種施策の実施により見えた各分野の課題を、新たなビジョンの施策に反映

前ビジョンでは、「食と農業で未来をつなぐ 越前おおの型農業」を目指す姿として、「食」「農業」「農村」の各分野において、基本目標を掲
げ、各種施策に取り組み、以下の成果を上げました。

（２）これまでの成果

2

「食」分野 「農村」分野

施
策

施
策

施
策

成

果

・小中学校の給食で全量大野産の米を使用
・学校給食への野菜納入を県と連携して支援
・食守フェスタを開催し、体験・試食やパネ

ル展示により食育を啓発

成

果

・担い手農家などの機械・設備導入を支援
・ドローン操縦のための免許取得などを支援
・特産作物生産拡大のための機械や生分解性

マルチの購入に対して支援

成

果

・パトロールなどにより耕作放棄地を発生抑制
・中山間地域等直接支払制度や多面的機能支

払制度などにより農地保全を促進
・各地区の土地改良事業で農業基盤を整備

課

題

〇地産地消の広がり不足
家庭や学校給食、民間流通の拡大が不十分

〇郷土料理、食文化の継承の停滞
高齢者中心で伝承され、家庭で若い世代が
作る機会が減少

課

題

〇担い手確保の停滞
高齢化により後継者の確保が困難、地域農業
の持続性が不安定
〇特産作物の生産減少
里芋を中心に特産作物の生産面積が激減、作
業者の確保と機械導入による省力化が必要

課

題

〇耕作放棄地の発生リスク
パトロールなどで増加は抑制しているが、担い
手の減少により長期的な増加リスクは高い
〇地域での鳥獣害対策
電気柵などの設置支援はあるが、「地域ぐるみ
の対策」を維持する体制が必要

次世代技術を生かし多様な担い手の
活躍で引き継がれている農業

多様な人材の取り組みで引き継がれて
いる活力ある農山村

・農地の集積集約と適正管理による農地保全
・土地改良事業などの基盤整備
・地域ぐるみの鳥獣害対策への支援

・担い手の農業経営の安定化に向けた支援
・スマート農業の導入による経営の効率化
・特産作物・園芸作物の生産拡大への支援

・生産や流通への関心を高め地産地消を推進
・家庭や学校などでの地産地消・食育を推進
・郷土料理などの食文化の普及

「農業」分野
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「食守」が引き継がれているまち



指標達成
状 況

単
位

令和8年度
目 標

令和8年度
実績見込
(R8.●時点)

令和7年度
実 績

令和6年度
実 績

令和5年度
実 績

令和4年度
実 績

基 準 値
(令和2または3年度)内 容指 標分 野

基本目標

未達成％33-19.318.220.821.526.5
学校給食における食材の総使
用量(重量)に占める地場食材(
市産)の使用量の割合

学校給食で地場産野菜の
提供を行った量「食」

未達成％100---57.944.2-地場産野菜を使用している飲
食店の割合

地場産野菜を使用している飲
食店数の割合

未達成件131-112114122119126
(R3.10現在)

出荷を目的に農林産物の生産
に取り組む農業者及び農業者
グループ数

大野市道の駅産直の会
農林産品部会加入件数

「農業」 達 成人145-149146143140135
(R3.10現在)

出荷を目的に農林産物の生産
に取り組む農業者数

「うごく八百屋おおのさん」
参加生産者数(累計)

未達成㏊80515765687174
(R3.10現在)

サトイモの作付面積サトイモの作付面積

達 成件303527211495スマート農業の導入に際し補
助を行った件数（累計）

スマート農業の導入を支援し
た件数

達 成㏊420-460382388361364福井県特別栽培農産物認証を
受けた対象面積

福井県特別栽培農産物認証を
受けた対象面積

達 成集落101101101101101100101
地域ぐるみで農山村の維持管
理に取り組んだ集落数の減少
の抑制

多面的機能支払交付金事業に
取り組む集落数

「農村」

未達成㏊3.6
以下-4.342.452.452.453.9毎年増加傾向にある耕作放棄

地の発生の抑制耕作放棄地の面積

多様な人材の
取り組みで引
き継がれてい
る活力ある農
山村

次世代技術を
生かした多様
な担い手の活
躍で引き継が
れている農業

「食守」が引
き継がれてい
るまち

前ビジョンでは、「食」「農業」「農村」の三分野で９件の数値目標を以下のとおり掲げました。
数値目標においては、４件の目標を達成しましたが、５件の目標を達成することができませんでした。
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・農家数は大幅に減少しているものの、農地集積率は県平均を上回っており、担い手農家への農地集積は進んでいます。
・農産物販売金額が1,000万円以下の経営体は大幅に減少し、5,000万円以上の経営体が増加しており、経営体の大規模化が進んでいます。

（３）各種統計の推移

4
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【農地集積面積】

集積面積 集積率 福井県集積率
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【畜産経営体数・飼養頭数】

乳牛頭数 豚頭数
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出典：農林業センサス

【総農家数】

自給的農家(戸） 販売農家（戸）
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出典：農林業センサス

【農産物販売額規模別経営体数】

300万円未満 300万～1,000万円未満
1,000万～5,000万円未満 5,000万～1億円未満
1億円以上

2,161 

1,654 
1,347 

933 

653 
2,016 
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1,216 
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出典：農林業センサス

【経営耕地面積別経営体数】

～3ha 3～10ha 10～50ha
50～100ha 100ha以上

135 137 144 142 135 

72 73 77 77 74 

63 64 67 65 61 

0

30

60
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(経営体)

出典：大野市

【担い手経営体数】

その他担い手 認定農業者
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【鳥獣害による被害金額】

イノシシ 二ホンジカ
ニホンザル その他有害鳥獣

5
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出典：大野市

【遊休農地面積・作物作付面積割合】

遊休農地面積 作物作付面積割合

2,660 2,610 2,530 2,530 2,540 2,590
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0
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出典：作物統計調査

【水稲作付面積・単収】

作付面積 10a当たり収量

・水稲を中心に大麦後にそば・大豆を作付けする２年３作体系を基本としていますが、近年は米価の上昇に伴い、米の作付面積が増加しています。
・人工衛星を活用した農地パトロールにより、遊休化の恐れのある農地を効率的に発見できるようになっています。
・農村部においては、市全体の人口減少率を上回るペースで人口減少が進行しており、少子高齢化も一層進んでいます。
・農作物被害は、被害面積ではニホンジカによる水稲・麦・そばへの被害が多い一方、被害金額ではサルによる園芸作物の被害が増加しています。
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【鳥獣害による被害面積】

イノシシ 二ホンジカ
ニホンザル その他有害鳥獣
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【水田利用状況（水稲除く）】

麦・大豆・そば 野菜・花き・果樹

その他作物 不作付地
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出典：大野市

【 人口推移（市内全域・村部）】

大野市 村部人口
減少率（大野市） 減少率（村部）
減少率（福井県）



2

4

4

6

6

7

15

新たな特産作物や加工農産物の開発

市内小売業者・飲食店への販路確保

観光と連携した農業体験等の促進

大都市・量販店での販路確保

農産物の輸出の推進

規格外農産物の販路確保

農産物の高付加価値化の推進

【必要な販売支援】

① 担い手農家（法人・個人）⇒ 送付数６２件 回答数３１件 回答率５０％

（４）アンケート結果

6

7

12

【後継者の確保状況】

いる

いない

1

1

2

2

5

5

6

10

12

専門家の派遣

定期的な研修会の開催

後継者の結婚相談などの支援

その他

後継者に対する支援体制の構築

新規就農者の積極的な確保

市や県、ＪＡなどによる個別相談

後継者の所得など生活安定に対する支援

農機具・施設などの導入・更新に対する支援

【事業承継（世代交代）に必要な重要な支援】

4

5

2

15

2
1 1

【概ね５年以内の経営規模拡大・縮小に関する意向】

集落内で拡大したい

近隣集落で拡大したい

市全域で拡大したい

現状維持

縮小したい

離農したい

その他
1

2

2

3

3

5

15

16

環境調和型農業推進支援

新たな品目の栽培支援

稲作・園芸等の栽培技術支援

専門家による経営分析改善支援

残さの処理対策

異業種からの農業参入支援

兼業・小規模農家への支援

農繁期における人材支援

【必要な営農支援】

0
0
0
1
1

3
5
6
7

9
9

16
21

栽培技術の不足
資金調達が難しくなっている

販路が少ない
近隣非農家の理解、協力が得られない

その他
農地の集積や集約が進まない

鳥獣害対策の負担増加
好条件農地が確保できない

今後の収支計画に対する不安
後継者が確保できていない

用排水路の老朽化
労働力（人材）が不足している
草刈り・水管理作業の負担増加

【農業経営に対する課題、不安】

・草刈りや水管理作業の負担増加や労働力不足を課題として抱える担い手農家が多く、規模拡大に向けた大きな障壁となっています。
・担い手農家の多くは、後継者が確保できておらず、後継者確保には所得の安定化や設備導入に対する支援が必要であると感じています。
・担い手だけで地域農業を支えることは難しく、中小規模農家の協力や支援が必要であると考えている担い手農家が多くいます。

第１章 新たなビジョンの策定



7

10

15

15

47

60

69

75

その他

残さの処理対策

新たな品目の栽培支援

環境調和型農業推進

稲作・園芸等の栽培技術支援

サトイモなど特産作物への支援

農繁期における人材支援

農地の賃貸借情報を紹介する仕組み

【必要な営農支援】

② 集落営農組織 ⇒ 送付数４５件 回答数３６件 回答率８０％

7

3

25

2
3

【概ね５年以内の経営規模拡大・縮小に関する意向】

経営規模を拡大したい
現状維持を予定している
経営規模を縮小したい
近隣組織と合併したい

1

1

2

4

8

10

12

23

その他

後継者の結婚相談などの支援

定期的な研修会の開催

後継者に対するの支援体制の構築

専門家の派遣

新規就農者の積極的な確保

市や県、ＪＡなどによる個別相談窓口の設置

農機具や施設などの導入・更新に対する支援

【事業継承（世代交代）に必要な支援】

116

116

1
5
5
3

19

31

28

【おおむね５年後の農業経営意向】

現状維持
水稲を拡大したい
水稲・園芸作物ともに拡大したい
後継者に経営移譲したい
水稲を縮小したい
園芸作物を縮小したい
水稲・園芸作物ともに縮小したい
離農したい
わからない

5
5

17
42
44

57
68

101
117

161

その他
技術・経営相談相手がいない

農地の受け手がいない
農繁期の労働力の確保

農産物の価格が不安定である
鳥獣害対策

水路など農業基盤の老朽化
後継者がいない

畦畔、法面の草刈り
農機具や設備の購入、更新にお金がかかる

【営農する上で困っていること】

・集落営農組織においては、集落内の農地集積が進んでおり、現状維持の経営を考えている組織が多くいます。
・事業継承に向け、定年退職者や農業後継者、Uターン者などの新たな担い手の確保や、設備導入への支援を必要とする集落営農組織が多くいます。

1
1
1

3
11

13
19
20

農家レストラン・民宿など新たな兼業スタイルの推進
農業者の結婚支援

個人農家の法人化推進
農業以外の企業の新規参入の促進

新規就農者の積極的な確保
各種研修制度の充実

農業後継者やＵターン者への支援
定年後に就農しやすくするための環境整備

【地域の担い手の育成、確保に向けて必要なこと】

③ 農業者（中小規模農家） ⇒ 送付数３７２人 回答数２２２人件 回答率６０％

・中小規模農家においても、担い手農家と同様に後継者がいないケースが多くみられます。
・中小規模農家は、国・県・市の補助制度を活用できないケースが多く、農機具や設備の更新費用の負担が大きな課題と考えています。
・農業者の高齢化が進む中、作業負担の大きいサトイモなどの特産作物については、支援を必要としている中小規模農家が多くいます。

第１章 新たなビジョンの策定



261

67

10 2
【普段、お米を食べていますか】

ほぼ毎食
１日２回
１日１回
週４～６回

④ 市民 ⇒ 送付数６００人 回答数２６５人 回答率４４％

8

⑤ 小学６年生・中学３年生 ⇒ 送付数４２０人 回答数３２０人 回答率８１％

10

113

50

24

58

【市民の食文化に対する意識について】

非常に高い
高いほうだ
あまり高くない
高くない
わからない

74

92

14

27

14
8

11 5 5

【大野市内にある田畑について】
環境や生き物を守るためにも残すべき
農家を守るためにも残すべき
景観が悪くなるので残すべき
地域文化に関わりがあるから残すべき
地下水保全のためにも残すべき
農地が荒れていくことは仕方がない
あまり関心がない
減らすべき
その他
わからない

41

151

93

55

【農作業、農業をしてみたいと思いますか】

してみたい
少ししてみたい
したくない
わからない

18
22
22

53

決まってやりたいことはない
農業体験などイベントに参加

家の敷地の一部やプランターを利用
農家の作業の手伝い

【してみたい農作業】

0
0

2
2

5
9

21

将来、農業をしたいので習っておきたい
安心できるお米や野菜をつくりたい

農家のお手伝いをしたい
YouTubeやSNS、ゲームなどで興味をもったから

家族や友達と楽しみたい
自然が好きだから

自分で農産物を作ってみたい

【農業を「してみたい」「少ししてみたい」理由】

3
21
21

33
35

43
55
57

66
105

114

わからない
大野らしい食の料理教室の開催
家庭菜園に取り組む人を増やす

水を中心とした環境保全
自分で調理する習慣を身につける

観光客向けの食イベントの開催
食文化を学べる機会を増やす
市民向けの食イベントの開催

地元に残る伝統食のレシピ集をつくる
地元産の食材の利用をすすめる

家庭での食事を大事にする

【大野の食文化を未来に伝えるために必要なこと】

・農業に好印象を持つ児童・生徒は多く、農家の作業を手伝ってみたいと考える意見も多く見られます。
・大野市においては、ほとんどの児童・生徒が毎日お米を食べており、お米を中心とした日本型食生活が定着しています。

・多くの市民が農地の多様な役割を理解し、その必要性を認識しています。
・市民の多くは、食文化への関心が高く、家庭での食事や地産地消を通じた「食育」の必要性を強く感じています。

第１章 新たなビジョンの策定



福井県においては、令和６年３月に「次世代へつなぐ、希望あふれるふくいの食・農・環境計画（福井県農業基本計画）」を策定し、新規就農者
をはじめ、女性や若者など多様な人材の参画を促すとともに、北陸新幹線福井・敦賀開業などのチャンスを捉え、新たに福井を訪れる人々や県民を
巻き込みながら、「４Ｋ（希望あふれる・かっこいい・稼げる・感動）農業の展開」、「人々の笑顔があふれるふくいの農村づくり」、「ふくいの
食・農・農村への思い、憧れの醸成」の３つの柱の施策体系で、多面的な政策を展開しています。

具体的には、次世代の担い手の育成、売上高１億円を超えるリーディングファームの育成、スマート農業の加速、稼げるふくい農業の展開、農村
コミュニティの活性化、集落営農の次世代への継承などに取り組んでいます。

国においては、令和６年５月に「食料・農業・農村基本法」が四半世紀ぶりに改正され、「食料安全保障」を基本理念の中心に据えるとともに、
人口減少を前提とした農業の持続的発展や農村の振興が明確化されました。さらに、基本法の理念の実現に向け、令和７年４月に「新たな食料・農
業・農村基本計画」を策定し、初動５年間で農業の構造転換を集中的に推進しています。

計画では、国の水田政策を令和９年度から根本的に見直すこととしており、水田を対象として支援してきた水田活用の直接支払交付金については、
畑地を対象に追加するとともに、収量に応じて交付単価が変動する仕組みを導入し、土地生産性や労働生産性の向上の双方を進め、水田や畑を最大
限に活用し、「食料安全保障」の強化を推進することしています。

（５）国、県の農業政策

9

次世代へつなぐ、希望あふれるふくいの食・農・環境計画体系図
（福井県農業基本計画抜粋）

第１章 新たなビジョンの策定



（６）越前おおの型農業の現状と取り巻く情勢

・ウクライナ、中東などの国際情勢
・円安、物価の高騰
・人口減少、高齢化の加速
・災害の頻発化・激甚化
・不安定な米価格、農業資材の高騰
・新たな食料･農業･農村基本計画

の策定
・水田政策の根本的な見直し
・第５次食育基本計画の決定
・北陸新幹線の福井・敦賀開業
・ＳＤＧｓの浸透

・担い手農家への農地集積率８０％の維持
・担い手農家の高齢化、後継者不足
・中小規模農家の減少
・農業者人口や農山村人口の減少
・農山村コミュニティ力の減少
・特産作物の生産面積の減少
・農林水産物の多様な販売先の確保

道の駅「越前おおの荒島の郷」
道の駅「九頭竜」
越前おおの農林樂舎
ふるさと納税返礼品
七間朝市

・国の新たな水田政策の実施
（令和９年度から）

越前おおの型農業の現状や取り巻く情勢

みんながイキイキと暮らし、過ごすことができるように、チャンスを生かして、農業者、農山村住民、
大野市民、大野市を訪れる人々も、助け合い、支えあい、思いやる「結の心」で、「越前おおの型農業」の
さらなる発展と次世代への継承が必要

今後の動き

＜国、福井県など＞ ＜越前おおの型農業＞

・福井県農業基本計画の改訂（令和１０年度）

・中部縦貫自動車道の県内全線開通
（令和１１年春）

・ふくいの食育・地産地消計画の改訂
（令和１０年度）

10
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第２章 ビジョンの基本理念

（１）ビジョンの位置づけ
●本ビジョンは、大野市の最上位計画である「第六次大野市総合計画後期基本計画（令和８年度～令和１２年度）」における、「地域経済」分野
の「６ 農業」項目を実現するための計画であり、他の個別計画と整合、連携を図りながら、今後５年間の大野市の農業、農山村関連施策の方
向性を定めた基本的な計画として位置づけています。

●本ビジョンの「食守の振興」分野については、食育基本法や大野市食育推進会議条例などに基づく「食育」の推進施策を定める、「大野市食育
推進計画」としても位置づけています。また、より具体的に施策を行うために、本ビジョンで「大野市食育推進計画」の「消費・教育」分野を、
「健康おおの２１」で健康のための「栄養、食生活」分野の具体的な施策を定め、それぞれの計画で「食育」を推進します。

●「食育」の推進においては、「食育」推進の担い手となる「市民、家庭、地域、学校、生産者、行政など」の「食」を守るものが、「食育」の
推進によって「健康や身体、文化や伝統、環境、産業など」を「食」で守るという考え方を「食守（しょくもり）」と定義し、この「食守」を
大野市独自の基本理念として「食育」を着実に推進します。

「食育」を推進していく担い
手として、市民一人ひとり
が、また家庭、地域、学校、
生産者、行政など、それぞれ
が、「食育」について共通の
認識を持つことが必要です。

「食」を正しく理解し、実践
することは、自らの健康や伝
承料理などの食文化を守るば
かりでなく、自然の恵みや生
産者への感謝の心を育み、地
域の産業や環境を守ることに
もつながります。

「食」を守る

食

守
（
し
ょ
く
も
り
）

基本理念

第六次大野市総合計画

こども くらし
環 境

地 域
づくり

行 政
経 営

新たな越前おおの型
食･農業･農村ビジョン
< 食育：消費・教育 >

健幸おお
の ２ １
栄養・
食生活

越 前
お お の
産業戦略

福井県農業基本計画（令和6年度～10年度）
ふくいの食育・地産地消計画（令和6～10年度）

整合
連携

整合
連携

連携

食育の推進（食守の振興）

＜ ＞

健 幸
福 祉

地 域
経 済

11

食育は、生きる上での基本であって、知育、徳育および体育の基礎となるべき
ものと位置づけ、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力
を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てるもの

「食 育」
と は

市民、家庭、地域、学
校、生産者、行政など

健康や身体、文化や
伝統、環境、産業など

「食」で守る



（２）ビジョンの基本理念

大野市は、広大な森林や豊富な水資源をはじめとする豊かな自然環境に恵まれており、大野盆地特有の寒暖差の大きい気象のもと
で、大野市独自の食、農業、農山村が育まれてきました。これら本市の食、農業、農山村は、良質な農林水産物を生産するとともに
、豊かな自然環境の形成や生物多様性の保全、美しい景観の創出など様々な機能を有しており、市民の暮らしや生命を支える重要な
役割を担っています。
一方で、農業に従事する人々が今後も大きく減少することが見込まれており、農山村においても人口減少、高齢化、若者の流出な

ど本市を支える農山村の活力が失われていくことが懸念されています。
このため、本ビジョンの基本理念を『「越前おおの型農業」の次世代への継承 』として、食・農業・農山村を取り巻く現状や課題

に対応しながら、今後５年間にわたり各種施策を展開することで、大野市総合計画における、地域経済分野の「農業」項目の「あり
たい姿」の実現を目指します。

「越前おおの型農業」の次世代への継承
基本理念

【 大野市総合計画における「農業」のありたい姿 】

担い手農家をはじめ、多様な農業者による営農活動が継続的に行える環境が整うとともに、農産物が家
庭や飲食店で楽しめる地産地消の取組が進んでいます。また、農業者や集落の活動により、農地が保全さ
れ、活力ある農山村が引き継がれています。

12
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ビジョンの策定・推進に当たっては、「ＳＤＧｓの推進」に加え、新たな基本的な視点として「ウェルビーイングの向上」「ジェンダーギャップ
の緩和」「シェアリングエコノミーの推進」を取り入れ、これらの視点を踏まえながら施策を展開していきます。
また、令和１１年春の中部縦貫自動車の県内全線開通を「１００年に一度のチャンス」と捉え、その機会を最大限に生かすための施策を展開して

いきます。

（３）ビジョンの基本的視点

13

ＳＤＧｓの推進

SDGsとは、国際目標とし
て国連で採択された持続可
能な開発目標です。ビジョ
ンに掲げる施策とSDGsの
目標を関連付け、多様な主
体が連携して施策を展開す
ることで、SDGsを推進し、
持続可能な農業・農山村を
目指します。

ウェルビーイング

の向上

「ウェルビーイング」とは、
個人や社会のよい状態、心
身ともに満たされた状態を
指す言葉です。このウェル
ビーイングを測る指標を、
市民の幸福度や暮らしの満
足度を測るものさしとして
組み入れ、施策の改善や新
たな施策の展開につなげて
いきます。

ジェンダーギャップ

の緩和

「ジェンダーギャップの緩
和」とは、男女の性別に
よって生じる格差をなくし
ていくことです。性別によ
る格差や無意識の思い込み
などは、地方から女性や若
者が流出する要因の一つと
して挙げらます。多様な考
え方や特性の違いを尊重し
ながら施策を進めていきま
す。

シェアリング

エコノミーの推進

「シェアリングエコノ
ミー」とは、個人や企業な
どが持つモノや場所、スキ
ルなどの資源を必要な人に
提供したり、共有したりす
る新しい経済の仕組みです。
人口が減少する中、限られ
た資源を有効に活用すると
ともに、資源の共有や助け
合いを通じた人と人との関
わりを創出し、新たな施策
の展開につなげていきます。

中部縦貫自動車道の県内
全線開通を見据えた取組

令和11年春の中部縦貫自
動車道の県内全線開通は、
本市にとって100年に一
度の大きなチャンスです。
人流や物流の拡大が見込
まれるこの機会を最大限
に生かし、開通効果を一
過性のものに終わらせる
ことなく、本市への誘客
や消費の拡大を継続的な
ものとし、地域経済の活
性化につなげていきます。
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（４）施策の体系

食守が引き
継がれている越前おおの

地産地消と食育
活動の推進

「
越
前
お
お
の
型
農
業
」
の
次
世
代
へ
の
継
承

チャンスを生かした
「儲かる農業」の推進
農林水産物の魅力
向上と販売支援

ありたい姿を実現するため、「農業者」「農山村住民」「大野市民」「大野を訪れる人など」を対象とした４つの分野からなる施策体系とし、
「農業の振興」「儲かる農業の推進」「農山村の振興」「食守の振興」の四つの分野に分け、分野ごとに現状と課題を踏まえた施策の方向性を
明らかにして、具体的な施策を展開します。

分野３
『農山村』の振興

分野１
『農業』の振興

地域経済を支える
越前おおの型農業の継承
＜農業者の育成と支援 ＞

分野２
『儲かる農業』の推進

分野４
『食守』の振興

イキイキと
暮らす農山村づくり
＜農地の維持と継承 ＞

＜ ＞
［農業者］ ［農山村住民 ］

大野市民
大野を訪れる人［

［大野市民 ］
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ＳＤＧｓの推進 ウェルビーイングの向上 ジェンダーギャップの緩和
シェアリングエコノミーの推進 中部縦貫自動車道の県内全線開通を見据えた取組

＞＜
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］



（５）ビジョンの計画期間など

本ビジョンを総合的かつ効果的に実施していくために、農業者をはじめ、福井県、福井県農業協同組合、その他農業団体などの関係者と連携、
協力しながら、それぞれの役割を果たしていきます。

①ビジョンの計画期間

令和９年度から令和１３年度までの５年間

※重要：令和１１年春 中部縦貫自動車道の県内全線開通

②関係機関・団体との連携

15

大野在来そば
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